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  生涯学習
だより

中央公民館☎42局7200番Learning
町内の小・中学校生を対象に少年期人権啓発活動として、「鞍手

町人権子ども会」活動を行っています。宿題や自学自習をしたり、
人権レクリエーションをしたり、であい学習「みて・きいて・心で
感じる」学習を下記のとおり行っています。参加の方法等、詳細に
ついては、教育課生涯学習係までお問い合わせください。皆さんも
参加してみませんか。

※時間は、いずれも下校時から午後６時まで

鞍手町子ども会連絡協議会では、地域の教育力の
向上および子ども会活動の活性化に向けて、地域と
連携し、青少年の健全育成を推進することを目的と
して活動しています。
子どもたちが積極的に参加できる活動や場作りを

行い、地域間の交流を深め「地域全体で子どもを守り、
育てる」という意識の確立を目指しています。
全児童を対象に、各小学校で配布しておりますの

で、詳細についてはお問い合わせください。
●問い合わせ　鞍手町子ども会連絡協議会（中央公
民館内）☎４２局７２００番まで

寺子屋に来てみませんか
くらて寺子屋は

子どもたちの自由
勉強や宿題等の支
援を行いながら、
学力向上の基礎と
なる学習習慣の定
着を図ることを目
指し、月２回実施しています。和気あいあいとした寺子
屋にできるよう自学自習のほかにも工作や折り紙、本の
読み聞かせなど、子どもたちが様々な形で楽しめるよう
な時間も設けています。
子どもたちが、勉強の楽しさ・喜びなどをくらて寺子

屋事業を通して感じ、この経験が「将来の夢」につなが
る１歩になればと願っています。

●対象児童　小学２年生から６年生まで
●とき　毎月２回。土曜日の午前 10時から 11時 45
分まで。開催する週については、不定期のためお問
い合わせください

●ところ　中央公民館
●問い合わせ　教育課生涯学習係☎４２局７２００番まで

曜日 対象者 ところ
月曜日  鞍手中学生 鞍手中学校
水曜日  室木小、西川小の児童 八尋集会所
金曜日  新延小、古月小、剣北小、剣南小の児童 舟川隣保館

●問い合わせ　教育課生涯学習係
　　　　　　　☎４２局７２００番まで

活動紹介を作成しました!!

人権について学んでみませんか

▲令和元年の野外生活リーダー研
　修で火おこしをする児童

▲令和元年の子どもフェスタくら
　てでお菓子を作っている児童

▲令和元年の子ども会体育大会で
　ふうせんバレーをする児童たち
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神田医師の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。
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感
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し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
異
な
っ
た

「
株
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
別
々
の
環

境
下
で
変
異
し
た
と
考
え
ら
れ
、し

た
が
っ
て
そ
の
特
徴
も
異
な
る
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、こ
の
２
つ
の
株
が
日

本
で
感
染
者
数
が
増
加
し
た
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。大
き
な
違

い
は
重
症
化
率
と
感
染
力
で
す
。デ

ル
タ
株
は
、し
ば
し
ば
肺
炎
を
き
た

し
、重
症
化
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
重
症
化
が
比
較
的
少
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、感
染
力
が

か
な
り
強
く
、感
染
者
を
急
増
す
る

こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
関
し
て
は
、重
症
化
を
起

こ
し
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、起
こ
さ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、個
々
の
感
染
対

策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、m

RN
A

ワ

ク
チ
ン
と
い
う
新
開
発
の
ワ
ク
チ
ン

が
主
で
す
。
当
初
感
染
す
ら
予
防
す

る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
が
進
ん
だ

昨
今
、
感
染
予
防
と
し
て
の
効
果
は

十
分
で
は
な
い
と
の
デ
ー
タ
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
重
症
化

を
防
ぐ
と
い
う
観
点
で
は
、
著
し
い

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

効
果
を
期
待
す
る
意
味
で
も
、
定
期

的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
ブ
ー
ス

タ
ー
効
果
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
定
期
的
に
抗
原
（
ウ
イ
ル
ス

側
の
要
素
）
を
体
に
取
り
込
ま
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
強
固
な
免
疫
を

獲
得
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
免
疫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
数
年
で
様
々
な
こ
と
が

発
見
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

複
数
の
「
株
」
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
現
在
は
10
数
種
類
の
株
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
株
と
い
う
単

位
は
、
人
間
で
い
う
「
家
系
」
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
も

ま
た
様
々
な
環
境
へ
感
染
拡
大
を

広
げ
、
様
々
な
変
化
を
遂
げ
る
こ
と

で
、
複
数
の
株
が
生
ま
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
か
け
て
致
死
率

の
高
い
δ
（
デ
ル
タ
）
株
が
蔓
延

し
、
多
く
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
も
落
ち
着
い
て
き
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、感
染
力
の
非
常
に
強
い
ο

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
）
株
が
２
０
２
２
年

に
か
け
て
蔓
延
し
、数
の
暴
力
と
化

反
応
は
長
期
間
の
放
置
で
減
衰
し
て

い
く
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
て
、
定

期
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
想
を
す
る
上
で
非
常

に
良
い
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
と
思
い

ま
す
。
毎
年
の
変
異
の
存
在
、
複
数

種
類
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
、
変

異
株
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
（
５
類

感
染
症
か
ら
２
類
感
染
症
へ
の
変
更

な
ど
）、
治
療
薬
の
開
発
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
今
後
の
日
本
の
対
応
を
示

唆
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
、
多
く
の
人
の
尽
力
、
ま
た
医
学

の
進
歩
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

同
等
の
対
応
が
で
き
る
日
も
近
い
と

信
じ
て
、
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に

今
一
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、
感
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対
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を
意
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し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
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ま
す
。

「
株
」
と
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

日
本
の
経
過
に
つ
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て

デ
ル
タ
株
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

？
よ
く
テ
レ
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等
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
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と
聞
き
ま
す
が
、「
株
」
と
は
何
で
す
か
？
（
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ワ
ク
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ー
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果

こ
れ
か
ら
の
生
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に
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い
て


